
３年４組 単元名「調べよう、育てよう、食べてみよう！大豆大作戦」（全 52時間） ２次案 

 
子どもの声・姿・意識 

（総合的な学習の時間→総合） 
活動の展開 教師の関わり（手立て） 

単元の評価規準 
○知識・理解 ◎思考・判断・表現 ●主体的に学習に取り組む態度 

＜キャリア・未来デザイン教育の視点＞  [探究的な学びの視点] 

一

学

期 

 

 

 

・総合って、どんな学習をするのか楽しみ。 

 

・食べ物のことを調べたり、何かを作ったりしてみたいな。 

 

・大豆っていろいろな食べ物に変身している！すごい！ 

・日頃食べているものの中にも大豆が隠れているのは知らなか

ったな。 

・「すがたをかえる大豆」に書いていなかった大豆の秘密をもっと

見つけたいな。 

・オリジナルの大豆料理を考えてみたい。 

・分かったことをまとめて、魅力をいろいろな人に伝えたいな。 

 

 

 

〇昨年度の３年生の総合学習紹介を聞き、学習のイメー

ジがもてるようにすると共に、やりたいことを考える。

（１） 

 

〇国語「すがたをかえる大豆」の学習から、大豆をテーマ

に「作る」活動をしていくことを確認する。（１） 

 

〇大豆を育てるために、育て方や水やりの頻度など情報

を集める。（２） 

 

〇大豆を観察し、種をまく。（２） 

 

 

 

・総合との出会いを大事にし、自分たちで探究でき

る楽しい時間であることを味わえるように子ども

の思いを大切にする。 

・総合の魅力を伝えることで「自分もやりたい！」と

いう意欲が高まるようにする。 

 

・振り返りをロイロノートに一括してまとめることで、

これまでのあゆみをすぐに確認できるようにする。 

 

・失敗しても、また挑戦できることを声掛けする。 

 

 

 

[１：課題を見出し、把握している] 

＜③課題対応能力＞ 

＜④キャリアプランニング能力＞ 

 

〇大豆には様々な加工の種類や歴史があり、日本の誇れる食文

化の一つであることを理解している。 

＜②自己理解・自己管理能力＞ 

 

◎大豆を育てていくために必要なことを自ら考え、調べたことを

実践することができる。 

二

学

期 

 

 

 

・家で豆腐ドーナツを作ってもらい食べたことがある。材料を言

われるまでそれが豆腐であると分からなかった。自分たちで、す

べて一からドーナツを作ったら楽しそう。 

・まずは基本になるいろいろな豆腐を食べてみたい。 

 

・にがりの量を調整するのって難しいな。 

・混ぜるのは何回くらいがいいのかな。 

・上手く固まらないなあ。 

・形を整えるのが難しい。 

・思った通りの食感にならないなあ。 

・豆腐を作るための木枠を自分で作りたい。 

 

・自分が作った豆腐を使って、料理を作りたい。 

・手作りどうふの方が大豆の味がして美味しい。 

・いろんな人に見てもらい、食べてもらいたいな。 

 

 

 

 

 

 

○基本となる豆腐の味を試してみる。（１） 

 

〇豆腐作りに取り組み、さらにおいしい豆腐を作るにはど

うしたらよいのかを考え、探究する。（１２） 

 

〇豆腐を使ったドーナツ作りをする。（８） 

 

〇豆腐を使った料理を作る。（５） 

 

 

 

 

 

・豆腐作りでやってみたいこと、挑戦したいこと、わく

わくすることなどを聞く。 

 

 

 

・安全な木枠の接合の仕方を提示する。 

 

 

・１学期の豆腐作りから同様の準備手順を示し、効率

よく素早く準備できるよう環境を整える。 

 

 

 

 

 

◎豆腐作りや豆腐の魅力発信を目指して必要な情報を、手段を選択

して収集している。 

[１：課題を見出し、把握している][２：課題解決の方法を考えて

いる][３：協働して学んでいる] 

＜①人間関係形成・社会形成能力＞ 

●自己の取組を振り返ることを通して、より美味しい豆腐を作ろ

うと探究活動にすすんで取り組もうとしている。 
◎豆腐作りや豆腐の魅力発信を目指して収集した情報を、取捨選択

したり、複数の情報や考えを比較したり、関連付けたり焦点化した

りしながら、解決に向けて考えている。 

[４：学びを振り返り、次につなげている] 

＜①人間関係形成・社会形成能力＞＜②自己理解・自己管理能

力＞＜③課題対応能力＞ 

＜④キャリアプランニング能力＞ 

三

学

期 

 

 

 

・学習発表会で豆腐の魅力を伝えたい。 

・自分たちの成長を、関わった方に見てもらいたい。 

・自分たちの考えた豆腐の作り方を紹介したい。 

・他の学年の人に豆腐作りの楽しさ、豆腐の魅力を紹介したい。 

・探究することが楽しかった。 

・おうちの人に食べて喜んでもらえたのが嬉しい。 

 

 

 

 

〇豆腐の魅力をまとめる。（４） 

〇学習発表会等で豆腐の魅力を紹介する。（２） 

 

〇おうちの方を招き、「豆腐パーティ―」を開催するため

に準備をする。（８） 

〇今年度の成果と課題をまとめる。（２） 

 

 
 

・今までの活動の写真をもとに、自分たちにしかでき

ない魅力発信を考えるよう促す。 

・今までの学習の軌跡について、児童が自分の成長

を、実感をもって話すことができるようたくさん記録

をとっておく。 

・豆腐作りを通して学んだことを４年生につなげるた

めにキャリア・パスポートを活用する。 

 

 

 
〇活動を通して調べたり考えたりしたことについて、相手意識や目的

意識を明確にしながらまとめる方法が分かっている。[２：課題解

決の方法を考えている] 

●豆腐の魅力を発信するために、友達の考えを生かしながら、協

働して課題解決に向けて取り組もうとしている。   [３：協働

して学んでいる]  

◎伝える相手や目的に応じて考えをまとめ、豆腐作りの方法や豆腐

の魅力を、適切な方法で表現している。[４：学びを振り返り、次

につなげている] 

＜④キャリアプランニング能力＞＜②自己理解・自己管理能力＞ 

 

・豆腐作りを繰り返し行い、新たな課題を見付け、その課題に向き合い美味しさを追究することで、課題を解決す

る力を身に付けることができる。 

・豆腐は身近な食べ物なので、手作りのものと市販のものを食べ比べることができる。 

・自分の作った豆腐を食べてもらい、美味しいと言われることで達成感を得ることができる。 

・豆腐の作り方や豆腐料理などを繰り返し考え、試すことで、手作り豆腐への自信をもつことができる。 

 

★豆腐作りや大豆を使った料理を作ることが楽しく、もっとやりたいと思っている。 

☆手作りで豆腐が作れることをうれしく思っている。 

☆調理温度やにがりの割合などを工夫することで、豆腐がおいしくなることをたくさんの人に知らせたいと

考えている。 

 

 

「豆腐の魅力を広める」「１年間の成果となる豆腐を保護者や地域に振る舞う」（１６） 

「１年間を通して扱う材を決め、材について詳しく知る」（１０） 

「自分の追究したい豆腐を繰り返し作る。課題と向き合い、上手くなる」（２６） 

★…子どもたちの深層にあると予想される求め・思い・願い 

材（豆腐作り）に寄せる子どもたちの思いや願い 

 

材（豆腐作り）のもつ価値 


